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【緒言】 

 スポーツ選手において必ずや訪れる引退。し

かし、競技により引退の時期がかなり異なる。

競技引退への関心や理論的・実証的研究に関す

る研究は増えてきているが、選手の引退に焦点

化した実証的な研究は少ない。アスリートの引

退に関する先行研究によれば、引退の理由とし

て競技力の低下、環境の不備、怪我・病気があ

げられている。しかし、新体操選手はどのよう

な時期に競技を引退するのか。また、新体操選

手の引退要因は何なのか。新体操の引退状況に

ついてはっきりとした研究がない。本研究では

過去に高い成績を持った新体操選手を対象とし

て、近年の新体操選手の引退状況について調査

し引退の時期および要因を明らかにする。そし

て、新体操選手が長い期間、競技生活を送るた

めに働きかけられるよう、引退をめぐる問題に

ついても明らかにする。近年の新体操選手の引

退状況、問題点・課題を把握することを目的と

した。 

 

【方法】 

 対象者：新体操を5年以上行っていて、全国

大会に出場した女性12名を対象者とする。現在

大学1年生（18歳）から23歳の新体操を引退

した人を対象とし、調査を行う。 

 調査期間：2009年11月8日～22日 

 調査内容：先行研究をもとに、①過去の競技

歴について、②引退について、③引退後につい

ての質問項目を作成し、アンケートおよびメー

ルでの調査を行った。 

【結果】 

①過去の競技歴について 

 新体操における競技開始時期は、小学校以前、

小学校低学年からと早い時期から関わっている

ことが明らかとされた。また、競技への傾倒度

は中学生時期から生活の側面を犠牲にして新体

操に取り組む傾向があった。そして、75％の割

合で目標・願いのを達成して引退したことが分

かった。 

②引退について 

 引退の時期について、高校生卒業時に引退す

る者がもっとも多かった。大学卒業時には

100％の者が引退し、大学卒業後に競技を続け、

その後引退する選手はみられなかった。自発的

に引退をすると決める者が多く、それらの理由

は、「将来のため」に引退した者の割合が 33％

と最も多かった。続いて「意欲の減退」、「怪我・

病気」、「コーチとの関係」となった。70％近く

の者は自身の引退について「後悔した」と答え

た。 

③引退後について 

 現在でも引退に対しての後悔が「たまにある」

者が50％の割合であった。また、引退後の物事

への取り組みについて、よくなった者が半数以

上であることが分かった。しかし、少数ではあ

ったが「めりはりがない」と答える者もいた。  

 

【考察】 

 新体操選手は、たんに競技引退が早いのでは

なく、他の競技よりも開始時期が早いため、長

年の競技生活を経て、20歳前後という若い年齢



で引退する選手が多い。さらに、新体操にはプ

ロや実業団がないため高校、大学生時代が将来

への移行期と言えるのではないか。 

 新体操選手が長い期間、競技を続けられるた

めの一つとして、意欲の減退する選手をなくす

ため、選手の「モチベーション」を考えたコー

チの働きかけが課題である。また、新体操を続

ける環境が少ないため、高校卒業後、大学卒業

後にも新体操が続けられる環境を整えることが

必要であると考えるが、現状では環境を整える

のは難しい。また、引退後物事への取り組にめ

りはりがなくなった者がいた。引退時に獲得さ

れた心理的資源が引退後の生活においてどのよ

うに生かされるのか検討していくことが今後の

課題である。 


